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紙 風 船
後学期後半がスタート！！

１月１４日（火）から後学期後半がスタートしました。事故や病気のない冬休みであったことをう

れしく思います。子どもたちはすぐに学校生活のリズムを取り戻し、元気いっぱい頑張っています。

今年度も残り少なくなりましたが、スキー教室や紙風船あげなど、子どもたちの活躍はまだまだ続き

ます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。

紙風船制作 着々と進んでいます

小さなデザ

イン画をもと

に、あんなに

大きな画面に

描くのは大変

なことです。

バランスが崩

れてしまった

り形がゆがん

でしまったり・・・しかし子どもたちは、どんどん線を引いていき、みごとに紙いっぱいにすてきな

作品を描いていきます。３～６年生で進めていましたが、１７日（金）は、１・２年生も加わり、全

校で絵を完成させました。

避難訓練を行いました

１５日（水）今年度３回目の避難訓練を行いました。放送の避難指示や担任の話を聞き、落ち着い

て短時間で避難場所に整列することができました。今回は、家庭科室から火災が発生したという想定

で行いました。地震の時と避難経路や避難口が同じとは限りません 「出火場所から離れるためには。

どちらに逃げたらいいだろう？ 「理科室から出火したらどちらに逃げたらいいだろう？」など、様」

々なパターンを考えました。
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その後、体育館に移動し、消防署の方からお話をして

いただきました。消防署員の方の着替えを見せていただ

きましたが、出動命令を受けてからわずかの間に、チャ

ックや金具を自己点検しながら着替えることが分かりま

した。児童を代表して、Ｓ Ｓさんが着せていただきまし.
たが、とても重かったそうです。

また、火事の場合、火よりも煙で亡くなる人が多いと

いうことも教えていただきました。有毒な煙を吸い込ま

ないように、ハンカチなどで口を塞ぎ、低い姿勢で逃げ

ることが大切です。ポケットにいつもハンカチが入って

いるでしょ

うか？手を

拭くためだ

けでなく、

命を守るた

めにも、忘

れないよう

にしたいも

のです。

子どもサミット・私たちの力でつくる仙北市

冬休み中の１月８日（水）田沢湖総合開発センターで

『子どもサミット』が開かれました。仙北市内１２校の

小・中学校の代表が集まり 『仙北っ子５つの約束』を定、

着させるために、各校の児童会・生徒会でどのような取

り組みをしているかを情報交換をしました。

午後からは会場を仙北市議会議場に移し、仙北市を活

性化するためにはどうしたらよいか、子どもの目線から

市に提案をしました。桧木内小学校からは、５・６年生

が総合的な学習の時間に取り組んでいる「内陸線パワー

アップ」の取り組みを紹介し、みんながもっと内陸線に親しんで利用できるように、内陸線のしおり

を作ること、シャトルバスを運行させ駅からの移動しやすいように工夫すること、仙北市の食材をふ

んだんに使った駅弁を作って販売することなどを提案しました。

参加したＡＹさん、Ｋ Ｍさんは、普段入ることにない議場で、大勢の人の前で緊張しながらも、. .
はきはきと自分たちの考えを発表しました。

２年生のＭ.Ｈさんが１２

月で仙台市の蒲町小学

校に転校しました。２年生

は、車が見えなくなるま

で手を振って別れを惜し

みました。明るいＭ.Ｈさん

のことですから、すぐに新しい学校に慣れて活

躍することと思います。

３年生に新しいお友達が来

ました。Ｏ.Ｓさん、茨城県取手

市立白山小学校からの転校

です。すでに様々なことに慣

れ元気に頑張っています。こ

れから一緒に紙風船上げや

スキー授業などをするのが楽しみです。住まい

は山口です。


